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	「ヒドロキシクロロキン網膜症に関する全国二次調査」
	へのご協力のお願い
	このたび当院では上記の医学系研究を、慶應義塾大学医学部倫理委員会の承認ならびに研究機関の長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施します。
	今回の研究では、同意取得が困難な対象となる患者さんへ向けて、情報を公開しております。なおこの研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くします。
	本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先までお申し出下さいますようお願いいたします。
	１　対象となる方
	2015年から2026年までの間に当院腎臓・リウマチ内科を受診され、全身性エリテマトーデス・皮膚エリテマトーデスでヒドロキシクロロキンによる治療を受け，ヒドロキシクロロキン網膜症を発症した方
	２　研究課題名
	承認番号 HS2026-230
	研究課題名 「ヒドロキシクロロキン網膜症に関する全国二次調査」
	３　研究組織
	４　本研究の目的、方法
	全身性エリテマトーデスは全身の多様な臓器に炎症をきたす自己免疫性疾患であり、皮膚に症状が限局した皮膚エリテマトーデスとともに、治療の第一選択薬として、ヒドロキシクロロキンが用いられています。しかし、ヒドロキシクロロキンは有用な治療薬である一方で、使用に伴う稀な副作用として網膜症が知られており、治療の際は眼科と協力して定期的なスクリーニングが推奨されています。本研究は日本リウマチ学会ヒドロキシクロロキン調査小委員会によるヒドロキシクロロキンの実態調査の二次調査であり、本邦におけるヒドロキシクロロキン...
	５　協力をお願いする内容
	研究目的でのカルテ閲覧と情報収集、匿名化情報の慶應義塾大学病院への集約化および解析時の
	共同研究機関間での情報共有を行いますので、ご協力をお願いします。
	※ 過去の診療記録のみを使用し、追加での血液検査などは行いません。
	６　本研究の実施期間
	研究実施許可日〜2030年3月31日
	７　外部への情報の提供
	全共同研究機関の収集された情報は慶應大学病院に集約されます。解析時には共同研究機関間で
	情報共有が行われることがありますが、患者さんの氏名・住所などの個人情報は削除され、共有さ
	れません。また、本研究は厚生労働省の研究事業の一環として実施されるため、研究で得られた情
	報や解析結果等は公共のデータベースに提供される可能性がありますが、その際にも氏名などの情
	報が公開されることはありません。
	８　お問い合わせ
	本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。
	また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）より、診療情報の利用の停止を求める旨のお申し出があった場合は、適切な措置を行いますので、その場合も下記へのご連絡をお願いいたします。
	慶應義塾大学医学部リウマチ・膠原病内科 担当；鈴木浩司，菊池潤（TEL: 03-5363-3786 平日10-17時）
	群馬大学　　腎臓・リウマチ内科 担当； 池内 秀和（TEL: 027-223-8172 平日10-17時）
	以上

